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企画名：愛知教育大学７０周年記念パラスポーツ運
動会

１．活動概要

近年では、ニュースでオリンピックだけでなく、パラリンピックについても報道されるこ
とが多くなってきた。しかし、パラスポーツを身近に体験する機会は、ほとんどないのが現状。
私たちは、実際に参加することでパラスポーツの楽しさ、を知った。

次は私たちが広めるべき
→パラリンピックに対する関心を更に高めるとともに、共生社会の実現への一歩
につなげたいと考える。

２．実施状況
７月 第１回社協ボッチャ大会 参加

電動車椅子サッカーアカデミー 参加

１１月 愛知教育大学７０周年記念パラスポーツ運動会 開催

１月 ミニパラスポーツ運動会 in 中部大学春日丘高等学校 開催

３．成果

愛知教育大学７０周年記念パラスポーツ

運動会では様々な人が力を合わせ、協力

したことで自然なコミュニケーションが

生まれ、相互理解のある共生社会の一歩

になったパラスポーツを広めることと

共生社会の一歩は踏み出せたと考える。

４．今後の展望

ミニパラスポーツ運動会の開催依頼、

ボッチャ大会の運営補助の依頼、電動車

椅子の寄付をしていただいた。愛知教育

大学７０周年記念パラスポーツ運動会を

開催したことで、このパラスポーツを広

めていく活動は今年度だけでとどまらず、

これからも様々な地域や人に繋げていこうと考える。

５．団体の構成
代表学生：北谷優希

所属：（２年・特別支援）

構成人数：22人





知立市への

定住政策提言プロジェクト

愛教大生による

活動概要
知立市の将来展望に必要に
なる「移住・定住」を中心に調
査をし、「第２期知立市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」への
提言を行いました。

実施状況
・転出入データを用いた地理
的分析。

・アンケートを用いた転出入の
要因分析。
・広報戦略についての提言。
・RESAS利用のための学習。

成果
転出入の地理的データ、転出入者データ、自治体の広報戦略、そ
れぞれの分析をもとに定住促進のための政策やプロセスを考察し、
「第２期知立市まち・ひと・しごと創生総合戦略」への提言書としてま
とめ、知立市に提出しました。

今後の展望
３月１９日に知立市役所で研究
発表を行います。

今回は市への発信が主でした
が、今後は本学の学生に向けた
発信の場を設けていきたいと考
えています。

実施メンバー
村松由菜（国際文化４年）
他学生１６名、教員１名。

提言書提出の様子▶
（知立市役所）

ṫṿṯࠓᄀᾅᾧᾰᾷὼậᾛᾱὴᾭᾤṜṚṛṣ



ṫṿṯࠓᄀᾅᾧᾰᾷὼậᾛᾱὴᾭᾤṜṚṛṣ
企画名：フィリピン支援への第一歩

～支援の輪を広げる～

活動概要

実施状況
・11月にフィリピンの大学生Sheilaさんを招聘した。講演会を実施し、
CEC代表の池頭氏とともにフィリピンの『リアルな現状』を愛知教育
大学の学生たちに伝えていただいた。また、Sheilaさんはトヨタ自動車
元町工場の見学や香嵐渓での紅葉観賞、着付け体験などを経験した。

・1,2月には支援物資の回収を行い、集まったものは今年度の多文化体
験活動でフィリピンを訪問する学生たちに引き渡した。

成果
・講演会を通じて、愛知教育大学の学生たちにフィリピンの『リアル
な現状』を知ってもらうことができた。また、Sheilaさんには日本の企
業での働き方の一例や日本の文化についての理解を深めてもらうこと
ができた。

・古着や文房具を中心に、多くの支援物資が集まった。

今後の展望
・支援物資は今年度の多文化体験活動に参加する学生たちの手で山村
集落の子どもたちの元へと届けられる。

・継続的に支援をしていくことでさらに支援の輪を広げていきたい。

団体の構成
代表学生 川﨑拓実(3年中等保健体育)
構成人員 12名

多文化体験活動でフィリピンの「リアル」を知り、
支援の輪を広げていきたいと考える

Sheila さんに講演をしていただきフィリピンの現状を知ってもらう

支援の輪が広がる

支援物資を集めフィリピンへ

継続的な支援へ


